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１．社内理系（若手）人財育成における課題
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○日立工業専門学院（当時）
・ 社内で選抜、短大相当レベルの授業（期間１年程度）
・ 創立５０年以上

○課題
・ 集合研修の限界

（リソースの継続的な確保）
・ 受講生の主体性を一層引き出したい
・ 変化するビジネス環境、グローバル化への対応

○オープンオンライン教育に期待する効果
・ 講義（集合形式）での時間の削減
・ 互いに教えあう雰囲気の醸成
・ 世界トップレベルの教育コンテンツ利用による

グローバルレベルでのキャッチアップ
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２．OER/MOOCの状況
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名称 学習者数 参加機関数 ｺｰｽ数

Coursera(米) １８００万人＋ １４３ １９０５

edX(米) ７００万人＋ ９６ ９１９

FutureLearn(英) ３６８万人 ８１ ２６１

： ： ： ：

JMOOC(日) ２３万人 １０２ １２６

○ 日本語コンテンツはまだ少ない（特に高等教育レベル）
→Asuka Academyのコンテンツに期待

○ OER： Open Educational Resource(s)
○ MOOC： Massive Open Online Course(s)

コース数増加の推移 代表的な MOOC

○2012年スタート、2016年には公開コース4000＋
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３．若手理系人財育成での活用
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MOOCの特徴 企業内利用に関する課題

高等教育コンテンツの多くは英語 (a) 若手向けにはハードル高

講義はオンラインで受講、
ディスカッションは掲示板

(b) 学習達成度の把握、
(c) 社外の受講生の存在

あらかじめ定まった開講期間 (d) 社内日程との整合性

受講費用は無料 (e) 基本的に有償化不可

＜企業内での利用＞
１） 国内MOOCは高等教育レベルのコンテンツがまだ少なく、

Asuka Academy提供の日本語訳付コンテンツ*1を採用 ← (a)
*1) 米大学 MIT 「Python入門」

２） 自社専用に開講してもらい(専用ID発行、実費）、
掲示板利用も自社社員のみ ← (c), (d)

３） 社内長期研修*2の中で、OER/MOOCを補助的に活用← (b), (e)
*2) 高卒入社社員を選抜、職場から引き上げて研修（１年程度）



© Hitachi, Ltd. 2017. All rights reserved.

４．米MIT 「Python入門」 コンテンツの例
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(2015年3月 Asuka Academy殿 プレス向け資料より)

○ プログラミングの入門コース、章ごとに確認テスト（自動採点）あり。



© Hitachi, Ltd. 2017. All rights reserved.

５．米MIT「Python入門」の活用結果
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従来 今回

授業
時間

１０時間（導入）
＋１０時間（応用）

１時間ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
＋「Python入門」（各自）
＋１０時間（応用）

ﾃﾞｨｽ
ｶｯｼｮﾝ

主に、講師と受講生 主に、受講生同士

効果

集合形式の講義時間削減、
「Python入門」で自主的に“修了”する
受講生有（修了率４４％ １８名中８名）、
受講生同士で学びあう雰囲気の醸成

○（参考）世界MOOCの修了率 ４～５％（edX や Cousera），
日本の修了率 ２０％程度

ｺﾝﾃﾝﾂの
５０％実施
のみ指示
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６．米MIT「Python入門」の活用結果（続き）
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氏名
PCメール
アドレス

ユーザ
ID

初回ｱｸｾｽ日時
最終ｱｸｾｽ

日時

ページ
ビュー

数

学習
時間

受講
修了日

確認
ﾃｽﾄ

進捗率

確認
ﾃｽﾄ

正答率

受講者001 xxx@xxx.co.jp HWPA001 2014/12/17 15:04 2015/2/10 14:21 122ページ 7時間49分 2015/2/10 100% 92%

受講者002 xxx@xxx.co.jp HWPA002 2015/2/9 10:48 2015/2/10 13:48 56ページ 0時間59分 2015/2/10 100% 92%

受講者003 xxx@xxx.co.jp HWPA003 2015/2/9 11:40 2015/2/10 11:38 21ページ 1時間29分 38% 80%

○着手日時が早い受講生は、
合格率高い
→着手日時が遅い受講生

をより丁寧に指導すべき

○受講状況と学習分析の例

mailto:xxx@xxx.co.jp
mailto:xxx@xxx.co.jp
mailto:xxx@xxx.co.jp
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７．今後に向けて
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○活用例
例１） 自己啓発として

→ MIT「コンピュータサイエンスとプログラミング入門」 Part1～3
例２） 集合研修前に各自で受講

→ OER/MOOCで事前学習、集合研修時の演習時間を拡大
例３） 最新技術動向を学ぶ

→ すべての社員に、デジタル技術の知識が必要

○検討項目・・・「働き方改革」を追い風に
- 受講場所（職場 / 自宅 / 移動中）
- 受講環境（ＰＣ/スマートフォン/タブレット,  BYOD）
- 受講 推奨 or 必須 - なりすまし防止
- 社内での告知方法 - 学習履歴の蓄積、分析

（参考）○JMOOC 基礎工学コンテンツ （２０１８年度までに３０科目）
○Coursera for Business (２０１６年９月より）




